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別 府の気象

別府地球物理皐研究所

l 気象観測施行の jE!1草

別府の如き温泉保養地にありでは，其の気象賦況を閤明する事の必要なるは言ふまでも

無く，且そは叉我が別府地球物理研究所設立の目的の一部たりし故を以て，大正十三年四

月，所内に気象観測部を設置し爾来之が観測を績行したる結果，十数年ぞ経し今日に至り

漸く信頼に足るべき気象要素の統計結果を得るに至れり。今葱に之を公表し以て嘗地の気

候を失Lらんとする人士の参考に供せんとす。

観測開始嘗時は毎日六時，十四時，二十二時の三回を以て定時観測ぞ施行したるも，昭

和三年度より六時，十時，十四時，十八時，二十二時の五固定時観測を行ひ二時の値を自

記記録より求め，以て一日六回の本邦二等測候所式の統計を可能ならしめたり。観測方法

は日本中央気象塞制定の気象観測法に準操せり。

気象観測所の位置: 北緯 33
0

16' 50" 東経 131'29' 1" 

気塵計の海面上の高さ 84.4米

気象観測器械

気歴計室据付 (塔昇口の小室) 水銀気塵計2 自記気歴計

塔上据付風盃風建計，風信器，ジヨルダン式日照計

{百葉箱(乾漁球寒暖計，最高最低寒暖計，自記寒暖計，自記滋度計〉
露場据付器械i

l雨量計，自記雨量計，蒸護計，地中寒暖計
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別府の気象

観測者 (就臓順): 長峰義雄，熊谷 1 猷，谷 貞夫
，工藤秀雄，

上野良雄，乗田嘉一(現在の観測者〉

2.気象観測十年報反年報

大正十四年より昭和十年に至る十ーナ年聞の年報及び，大正十五年
より昭和十年に至る

十ク年聞の十年報を蛍研究所備付の原簿より重要なる事項のみ按翠
し以て報告様式となし

纏めて本誌後牟資料欄に掲けたり。之に依って別府の気象蹴態の詳
細を知ることを得べし。

向l手通費に便するため，該十年報によって各気象要素の年慶化ぞ第 1，2，3
固に描き， B 

盤化を第4，5の雨固に示せり。

第 一 圏

一年慶化

薫理E
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象寿記の府別
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別府の気象

3.別府の気候に就て

別府が北九~'I'Iの一般的気象賦態そ示せる事は，之等の年卒均値を蛍地に近接せる大分に

於ける値と比較する事によって知るを得べし。

降水量 l統計年数
附粍|い1問9ω2鉛6一臼
附~叫1蜘

号たに気候の好遁なる事を示すに最も重要なるべき気渦と漁度とを比較すれば究表の如し。

平均気温

別
一
大

気温日較差平均

卜月|二月[三月|四月|五月|六月|七月|入月|九月|十月|十一司十二月

別府 17付 18.4 1 9.1 1 9.5 1 9.5 1 8.1 I 7.2 1 7.5 1 69183 1 8.5 1 8.1 
大分 19.3 1 8.9 1 9.1 1 9.8 1 9.8 1 7.7 1 7.~_J_ 8.2 : 7.1; I 9.5 110.0 1 9.6 

平均滋度

本表により冬期築地の大分に比して幾分高く，且つ日較差の顕著に小なるは，嘗地の気

候がi避寒地に遁せるを物語るものなり，統計の結果示されたる卒均漁度の著しく小なるは，

嘗地の地形による一般的偏異に基因せるものか，或は嘗研・究所の位置によるものなるかは

夏に微細気候接的に海岸附近との比較を行ひたる後に非らさ'れば断言し得?と雄も，之を

以て嘗地金躍を代表し得るものとせば，大分に比し冬期は約10%小にして卒均に於てすら

8%小なるは，多i誌の嬬気候を不良にする本邦の賓肢を思へば保養地としての適性を示せ

るものと言ふべし。最低気祖-s"C以下は十ク年間只2日に過ぎす" 0"C以下も一年間平均

に於て十二月に2日，一月に8日，二月に 8日，三月に2日にして合計年平均20日なり。故に
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別府の気象

j睦寒地としての遁合性は充分干f在す。春秋の気候の良好なるは遮ぶるの要なし。只，夏多

少の蒸暑さを感守るを憾みとするのみなり。

降水日数は卒均一ク月 9日にして， 最小は一月に於ける 5日， 最多は九月に於ける 12

日なるを以て，平均月中 21日は天気良好と見倣すを得べし。猶降水量を示せば次表の如

し。

月| 月|二月|三 ))1四月|五月l六市 111八月|九什月|十一月!十二月|年合計
想 141.8 ! 82.0 1118.7 !l.JA.5 1118.0.1山1.2ド47.11200.2 1227.41100.3 1 ，.1.7 Ili:l.4 [1叫

嘗地に於ては四季を通じて西風卓越す。然るに西方に山脈ありて障壁の役を果し以て風

建を低下し気候を緩和す。東方に別府漕ありて海陸風よく護達し 童聞は束寄りの風卓越

するも之れ叉気候緩和に寄奥するは気象壌の教ふる所のものなりつ是等の事情は第 3，第4

の雨固にて明瞭なるも，更に第6闘を作りて之を明示せり。

号えに睦感度に就ての考察を行ふべきも，本邦に於ては未亡充分なる研究無く，諸外園に
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象気の府}JIJ 

於ても定詮無きものの如園ヨ1第

し。きれば二三外来の方法を

今グリフス・7"イラー氏の

気候聞に嘗地の月卒均値を記

瞳感度を示せり。更にヒ Jレ氏

の貰験式舎利用して 36.5'C(9

gOF)の乾きたる面よりの放熱

蒸暑き外大躍に於て良好なる

夏期少しく

月卒均値及び午後二時

襲用して附記するに止めん。

入すれば宍園の如し。

之れによれば，

量ぞ，

化

講座

襲日

の値に就て計算したる結果を

示せば弐の加し。
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}]IJ 府の気象

乾き1:晶画よりの放熱量(36.50CよリのJミリカロリ ー/腐り秒

|一月|二月!三月!四月|五昨月|七月iへ月|九肝月l十一月|十二月
月平均 134.2 134.0 1 31.1 :川 117.:; 113.7 1 9.1 1 95 1川120'61ω130.4 
午後二時 |制 I33.0 1 30.2 I :i:l.:l I川 112.0 1 7.7 I 7.3 1山 117.0 121.9 I 2叫

ゴーノレド氏は乾きたる面よりの放熱量の内10-20を最良なりと し， ヨたの階級を設けたり。

mc./cm.' /sec. Description 

Cooling power for dry body 。 Unbearably hot 

between and 5 Very wnrm 

" ;j .， 10 ¥¥'arlll 

" 10 .， ~() l'leasant 

-、‘ l' ¥ --
ぃ 20" 30 <"001 

け 30" 40 ¥. ery cool 

ahove 40 Cold 

勿論本邦人と外人とには多少の差異存するも，大韓之.::e以て嘗地の気候による瞳感度の

良好なるを窺知するを得ぺし口更に乾きたる面よりの放熱量の分類に従ひ1935年中の午後

二時の睦感度を表示すれば失の如し。

J an. Feb. l¥I川.Apr. :.¥Iay Jllne Jllly Aug. Sept. Oct. ::-';0¥'. Dec. Ycar 

UnbearabJy hot 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

1・erywarm 。 。 。 。 。 ヨ 7 8 。 1 。 19 

¥Varn】 。 2 2 6 16 :1:1 20 11 7 。 4 !).) 

Pleasant 3 4 対 18 10 立 lfi 23 1!J 5 1月2

Cool 16 11 17 9 1 :l 。 2 1 10 10 80 

¥' cry cool 8 10 υ w 1 。 。 。 。 。 。 10 

Cold 4 1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 7 

(品内〉


